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5．情報を利用するにあたって 
気候モデルの特性上、RCM20 や UCM の歴史実験および SRES 実験の気温、降水量などの値には系

統誤差が含まれている。そこで、RCM20 や UCM を利用して温室効果ガス等の変化による地球温暖化

への影響を評価する場合には、系統誤差を含んだ歴史実験の結果と観測値とを十分に比較検証するとと

もに、SRES 実験から再現実験の結果を差し引くなどの方法で気候モデル特有の系統誤差の影響を取り

除いて利用していただきたい。 
なお、RCM20 の初期・境界条件として使用した CGCM2 の予測では、全球平均の年平均気温が 2100

年頃に 1971～2000 年平均値と比較して 2.5℃程度の上昇となっている。この値は 2001 年にとりまとめ

られた IPCC 第三次評価報告書に掲載されたいくつかの気候モデルの予測結果（2.7～4.7℃程度）に比

べると低めであり、下限に近い値であった。RCM20 の予測結果を、東京大学気候システム研究センタ

ーほかが開発した全球大気・海洋結合モデル（水平解像度は大気が 100km 程度、海洋が 20km 程度）

による予測実験結果（2004）と比較すると、設定条件などが RCM20 と異なるために両者の定量的な比

較はできないものの、平均気温の上昇、降水量の増加、真夏日日数や豪雨頻度の増加など定性的な傾向

は一致している。 
また、UCM を用いた SRES 実験は、都市気候モデルの特性からすべての日を対象にしておらず、一

定の条件で選ばれた事例のみを扱っているため、選定条件以外の事例については予測結果が異なる場合

がありえること、加えて、人工排熱量データ、土地利用データは、現在の状態が継続すると仮定してい

ることにも留意が必要である。 
以上のような注意点があるものの、気候系に含まれる複雑な諸過程をモデル化して合理的に気候の変

化を予測できる気候モデルは、地球温暖化の定量的な評価には欠かせない。本書に掲載した RCM20 や

UCM の結果を、地球温暖化防止に向けた対策や調査・研究の基礎的な資料として活用していただきた

い。 

6．おわりに 
地球温暖化問題への対応により有効なものとするため、今後「地球温暖化予測情報」の一層の充実を

図る計画です。本書に対するご質問、ご意見については以下までお願いします。 
 気象庁 気候・海洋気象部 気候情報課 
 〒１００－８１２２  東京都千代田区大手町１－３－４ 
 e-mail：clime@hq.kishou.go.jp 
 TEL／FAX：０３－３２１１－８４０６ 
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